
定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定書

名寄市及び士別市（以下「甲」という。）と剣淵町（以下「乙」という。）は、平

成 23 年９月 30 日に締結した定住自立圏の形成に関する協定（以下「原協定」とい

う。）の一部を変更する協定を次のとおり締結し、令和３年４月１日から適用する。

原協定別表第１中４ 産業振興の表を次のように改める。

４ 産業振興

地域資源を活用し

た観光と地場産品

の振興

取組の内容 圏域における観光と地場産品の振興を

図るため、各市町村が有する観光、食、

物産品等の地域資源の魅力や付加価値を

維持・向上させるとともに、関係団体と

連携して広域連携を強化する。また、イ

ベント・物産情報等を共有し、相互に参

加・ＰＲすることで地産地消及び物産振

興を図る。

甲の役割 観光施設等の維持・整備、観光メニュ

ーや地場産品等の研究・開発を促進する

とともに、乙や道北観光連盟等の関係団

体と連携し、広域観光や地場産品のブラ

ンド化を促進する。また、圏域内のイベ

ント・物産情報等を集約し、圏域内外に

向けて発信する。

乙の役割 観光施設等の維持・整備、観光メニュ

ーや地場産品等の研究・開発を促進する

とともに、甲や道北観光連盟等の関係団

体と連携し、広域観光や地場産品のブラ

ンド化を促進する。また、乙のイベン

ト・物産情報等を甲に提供する。

鳥獣被害防止対策

の推進

取組の内容 鳥獣による農林業への被害防止を図る

ため、関係機関・団体と連携して被害状



原協定別表第２中３ 地域内外の住民との交流・移住促進の表の次に次のように加え

る。

４ 圏域生活基盤維持対策

況や被害防止対策等の情報交換を行い、

効果的な対策を推進する。

甲の役割 鳥獣による被害状況や被害防止対策等

に係る情報交換を行い、乙及び関係機

関・団体と連携して被害防止対策を講じ

るとともに、担い手育成に向けた講習会

や残滓処理についての情報を乙に提供す

る。

乙の役割 鳥獣による被害状況や被害防止対策等

に係る情報交換を行い、甲及び関係機

関・団体と連携して被害防止対策を講じ

るとともに、甲が提供する情報の有効活

用を図る。

通年雇用の促進 取組の内容 季節労働者などへの各種支援により、

通年雇用化を促進するとともに、地域人

材開発センターの活用による圏域住民の

人材育成・能力開発を図る。

甲の役割 乙及び関係機関・団体と連携し、季節

労働者などの通年雇用の促進のため、各

種取組を行うとともに、圏域住民の職業

教育訓練など地域人材開発センターの活

用を推進する。

乙の役割 甲及び関係機関・団体と連携し、季節

労働者などの通年雇用の促進のため、各

種取組を行うとともに、乙の住民の職業

教育訓練など地域人材開発センターの活

用を推進する。

防災 取組の内容 近年、激化する自然災害を鑑み、災害

時に必要な情報の共有、人的・物的支援



この協定の締結を証するため、本書３通を作成し、甲乙記名押印の上、各自その１

通を保有する。
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名寄市
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士別市
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剣淵町
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をより効果的かつ効率的に行うとともに

迅速な対応に資するため、相互応援体制

の整備・強化を図りつつ圏域の防災力を

向上させ、安全・安心な暮らしの確保を

図る。

甲の役割 防災・減災に関する情報の共有に向け

て連絡調整を行うとともに、乙と協力し

て相互応援体制などの整備・強化を図る

ほか、広域防災力の向上に資する取組を

行う。

乙の役割 防災・減災に関する情報の共有に向け

て情報を提供するとともに、甲と協力し

て相互応援などに関する取組を実施す

る。また、広域防災力の向上に資する取

組を行う。


